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坂⼾ の森み ど り の 会会報 第２１号 令和７年 3 月１日 発⾏

⼦どもたちの健やかな成⻑と安⼼に暮らせる昭和地区を
目指して私たちは活動しています。
昨年を振り返って 坂⼾の森みどりの会 会⻑ 安土 敏夫
日頃より、⻘少年の健全育成にご理解とご協⼒を賜り、⼼より感謝申し上げます。
今年度の活動を振り返るにあたり、特に印象に残っているのは、10月に実施した
親子ウォーキングです。昭和地区の魅⼒を知ってもらうため、何度もコースの下⾒を⾏うなど準備
は⼤変でしたが、当日、多くの親子が楽しそうにウォーキングしている姿を⾒て、それまでの疲れが
一気に吹き飛んだことを思い出します。
昭和地区には近年、多くの子育て世帯が移住しており、私たち「坂⼾の森みどりの会」の活動

はますます重要となっています。今後も皆さまのご協⼒のもと、昭和地区の子どもたちの健やかな
成⻑を⾒守ってまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

今年度実施した事業を紹介します♪

●デイキャンプ
令和6年8月3日（土） ⻘少年相談員昭和⽀部と共催でデイキャンプを実施しました。
⾦⿂すくいのポイを額に装着し、互いに狙いあった水鉄砲バトルはとても白熱しました。
晩御飯はみんな作ったカレーを食べ、食後にはスイカ割りに花火をしました。
夏らしいことを沢山して充実した一日となりました。



坂⼾ の森み ど り の 会会報 第２１号 令和７年３月１日 発⾏

●世代間交流事業
令和6年12月7日（土）に世代間交流事業として草木を使った天然素材のクリスマスリースと、

お正月飾りを作りました。
親子を中⼼に144名もの参加があり、事前の準備はとても⼤変でしたが、参加者の皆さんが楽し

そうに協⼒しながら作品作りに取り組む姿を⾒て、それだけで疲れも忘れるほどでした。
地域の方々による⼿作業指導も受けつつ、世代を超えた交流を深めることができました。

令和７年度も⻘少年健全育成のために様々な活動を実施しますので、地域
のみなさまのご理解とご協⼒をお願いします。

●親⼦ウォーキング
令和6年10月19日（土） 昭和地区の魅⼒を発⾒し、愛着を持ってもらうため、昨年に引き続

き親子ウォーキングを開催しました。
約6キロのコースをコマ図を頼りに親子で協⼒しながら歩き、コース内のクイズやレクリエーションに挑

戦しました。これまで気づかなかった地元の良いところ沢山発⾒することができました。











 

 

 

 

 

 

二十歳を祝う会を開催！！  
令和７年１月１２日(日)根形地区二十歳を祝う会を根形交流センター視聴覚室にて開

催しました。当日は、４４名の二十歳や保護者、恩師、来賓等が出席し、厳粛な中にも

心温まる式となりました。 

 式典終了後の記念行事では、二十歳を祝う会実行委員企画・運営により、出席いただい

た恩師からの祝辞、中学校の卒業の記録ビデオを流し、保護者も交えた交流会および集合

写真の撮影を行い、中学校時代を懐かしみながら旧交を温めていました。 

 また、青少年相談員の協力のもと、例年の撮影用スポット設置に加えて、今年はガウラ

とソデリーが登場し、友達同士や保護者と一緒に笑顔で撮影している姿が印象的でした。 

以下に、二十歳代表の言葉（抜粋）を掲載します。ご一読ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

私達が根形中学校を卒業してから 5 年という月日が経とうとしています。長かったよう

な、短かったような感じがしております。卒業の時から今までを思い返してみると、私たち

が予想だにしなかった出来事によって、何とか執り行わせていただいた卒業式以降、急に引

き離されてしまい、人との直接の関わりを制限されて過ごしてきました。高校に入学しても

数か月の自粛期間を経て高校生活の始まりでした。目と目を見て温度を感じられる交流が少

なかった分、他の学年よりも増して小・中学校の同級生を懐かしんだのではないかと思いま

す。高校生活が終わってからは更に枝分かれしたそれぞれの生活を営んでいるでしょう。そ

んなみんながこの式典を以って集うことができたのです。どんな「社会」を生きてきたのか、

今どうしているのか、できる限りでよいので語り合えると幸いです。 

私は現在大学に進学して教育について学んでいる最中です。小学校へ赴く実習も増えて、

様々な場面で事あるごとに過去の経験を振り返って考える日々です。教育の目標に「人格の

完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに

健康な国民の育成を期して行わなければならない」とありますが、私の学んできたことを踏

まえて大きくまとめると「自立」と「自律」ができていればよいと考えています。自分で生

活していけること、人として目指すべき在り方をその通り目指すことです。つまり、あの何

気ないと思っている生活すべてが、今の私たちを形作っているのです。 

これから先に続くのは一人ひとり違う道です。ですが、今まであった全てのことは良くも

悪くも私たちを結び付けてくれます。ふと思いついた時でも、どうしようもなくなった時で

も支え合っていきましょう。未だ様々な人の、多くの支えあってこその私たちですが、支え

られてきた分、誰かを支えられるように精一杯いきていきましょう。二二年目のコロナ禍は

変異株の流行による第四波・第五波や度重なる緊急事態宣言などコロナに対する不安払

拭しきれなかった一方で、一年越しに東京オリンピック・パラリンピックが開催される

など希望や活力を取り戻しつつあります。このような社会の中で私たちがこうして友人

たちと共に成人式を迎えられたことに私たち新成人は感謝するだけでなく、これからは

私たち自身が社会の一員としてコロナに沈む社会に元気を与え、今までの日常を取り戻
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二 十 歳 を祝 う会 フォトメモリアル📷  

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ねこまろがスタートして早１１年。 
コロナ感染症による活動制限もなく

なり、通常版の他、ペットボトルロケ
ットや陶芸体験等の特別版も実施して
います。これらの企画・運営にあたっ
ては、Ｎ.Ｏ.Ｃ（大学生を中心とした若
者のグループ）メンバーが大いに活躍
しています！地域の子ども達との体験
活動をともにしてみませんか？ 
現在、Ｎ.Ｏ.Ｃメンバーを募集してい

ます。興味関心のある方は、根形公民
館に遠慮なくお問い合わせください。 

 

 

根形公民館で活動している「陶芸」、 
「絵画」、「書道」のサークルや公民館
講座の教室生による作品展を多目的ホー
ルにて開催します。技術と感性を磨いた
１年間の創作活動の集大成は見応え充
分！ぜひ足をお運びください。   

※時間 午前 9 時～午後 4 時 

 

 

 

 

 

 
 

おめでとう 

ございます 

 

 
 

司会進行の 

大岩 快人さんと 

花澤 璃桜さん 
二十歳代表挨拶の 

藤原大空さん 

恩師との交流会 粕谷市長のあいさつ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

根形地区地域防災訓練を開催しました！ 
2 月 2 日（日）午前、根形交流センターにて「迫る災害に備えた地域住民の防災意識の

向上や避難所設営に必要な知識・技術の習得、避難所運営に協力できる人材育成」を目指

し、地域防災訓練を開催しました。8 時 30 分に袖ケ浦市全域で震度 6 の地震が発生した

ことを想定し、根形地区各自治会の役員、災害対策コーディネーター、社会教育推進員、

職員など総勢 68 人が根形公民館に避難しました。 

まずは、避難者カードに記入し、多目的ホールで避難所設営訓練として自治会ごとにダ

ンボールベッドとパーテーションを組み立て設置しました。その後、備蓄倉庫にある備蓄

品などの説明を受け、講義研修室に移動して市災害対策コーディネーターの方々から避難

所運営ゲーム（HUG 訓練）の指導を受けました。 

さらに、同時並行で各地区から 1 名を指定し、調理実習室で防災食となるご飯作りを実

践しました。米と水をビニール袋に入れてお湯を沸かすパッククッキングによるご飯作り

始めると、60 分以内にご飯が炊き上がり、訓練参加者全員でご飯と防災用シチューの試

食をしました。「ご飯が簡単に炊け、意外とおいしくできるんだ」といった感想が出まし

た。今回の防災訓練での経験が、災害時に役立つことを願っています。 

なお、詳細を知りたい方は根形公民館までお問い合わせください。 

12 月 26 日（木）午前、根形交流センター視聴覚室にて、書き初め教室を開催しました。 

根形小学校の 3〜6 年生の児童 12 名が参加し、根形公民館で活動している降矢玄龍先生

と書道サークル「望陀書友会」「根形書友会」の会員 12 名が講師を務めてくださいました。 

子どもたちは冬休みの課題として出された書き初めに真剣な眼差しで取り組み、講師のア

ドバイスをしっかり受けて、書く枚数を重ねるごとに上達していきました。  

 

 
  

避難所設営訓練 ＨＵＧ訓練 パッククッキング 

およそ 1 時間 30 分で書き上げた作品の

中から、優れた作品を先生に選んでいただ

き、名前を書いて完成させました。どの作品

も秀作でした。 

書き初め教室を開催しました！ 
 

  

 



 

 

 

 

ある日のこと。「旧進藤家住宅の湯殿（風呂

場）に穴が開いている」と、管理人さんから連

絡がありました。現場に向かってみると、土間

と床の境に直径 4０㎝ほどの穴がぽっかりと

開いていて、床下でも穴を掘ったような跡を

見つけました。さらに庭園の木の根元を見る

と、ここにも爪を立てて掘ろうとした跡があり

ます。管理人さんによると、前日の昼間は穴

がなかったそうで、犯行は夜に行われたよう

です。いったい誰が犯人なのでしょうか？ 

推理は簡単です。「地面に大きな穴を掘る」、

「夜行性」・・・この２つの特徴から、犯人はニホ

ンアナグマで間違いありません。ニホンアナグ

マは体長60㎝ほどになる夜行性の中型ほ乳

類で、「マミ」や「ムジナ」と呼ばれることもあり

ます。白と茶色の毛皮とずんぐりとした体型、

ブタのような長い鼻先にとぼけた表情がチャ

ームポイントで、ゆるーい雰囲気が魅力的な

生き物です。 里山やその周りの住宅地など

に生息していますが、夜行性のためガタイが

大きい割には人目につかず、身近にいるのに

あまり存在を知られていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンアナグマ最大の特技、それは穴掘り

です。鋭い爪と短く頑丈な手足を使ってモグ

ラのように穴を掘り、「穴熊」の名に恥じない

深くて長い巣穴を作ります。巣穴には複数の

部屋と出口があり、昼間はここに潜んでいる

ほか、冬は冬眠のための寝床として使ってい

ます。穴の住み心地の良さは折り紙付きのよ

うで、古い巣穴がタヌキやキツネに使われる

ことがあります。（これと同じように、キツツキ

が掘った巣穴はよく他の小鳥やモモンガなど

に再利用されます。楽していい家に住めるな

んてうらやましい話ですね。）また、巣穴のた

めの深い穴だけでなく、餌を探すために浅い

穴を掘ることがあり、餌が多い場所ほど穴の

数が増えることが知られています。旧進藤家

住宅で見つかった穴は浅く、その後に新しい

穴が見つかっていないことから、餌探しのた

めに一時的に掘ったか、もしくは住み家にす

るつもりで掘り始めたものの、気に入らずに

途中でやめてしまったのかもしれません。 

旧進藤家住宅での一件の後、他にも巣穴が

あるのかな？と思って博物館の周りを調べた

ところ、本館とアクアラインなるほど館の軒下

で１つずつ発見しました。アクアラインなるほ

ど館の巣穴は浅く半分ふさがっていましたが、

本館のものは深く奥行きがあり、入口の周り

に堀くずがたまっていたので、現役の巣穴だ

と考えられます。建物側に掘り進んでいるの

で、本館の下はニホンアナグマの住まいにな

っているのかもしれません。あまり穴を広げら

れると建物の支えが弱くなるので、ほどほど

にしてくださいね、アナグマさん…。 

袖ケ浦生き物探訪 その④ 穴掘り名人！ニホンアナグマ 

 

 

 

 

 

ニホンアナグマの剥製。展示するたび「カワ
イイ！」と大好評です。 

「袖ケ浦生き物探訪」シリーズは今回で終了となります。次回の新シリーズもお楽しみに！ 
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サークル・子ども作品等展示  
                 IN 視聴覚室・多目的室 

令和６年度 

第2号 

館 
発 行：袖ケ浦市平川交流センター（平川公民館） 
    （住所：横田115番地1 電話：0438-75-2195） 

 日頃より、公民館事業及び交流センターの運営にご理解とご協力を賜りありがとうございます。 
 皆様の温かいお力添えもあり、今年度も多くの事業を行うことができました。 
 これからも、皆様の活動や交流の場として、後押しができるよう精一杯取り組んでいきます。 

発行日：令和7年2月25日 

おまつり広場 IN 前庭広場 

芸能発表会 IN 体育室 

講習会 IN １階会議室 体験会（スポーツ等） IN 体育室 

 令和6年11月16日㈯、17日㈰に「第36回平川公民館まつり」を開催しました。 
 今回の公民館まつりも、たくさんの方のご協力のもと、おまつり広場や芸能発表会、作品展示、その他の催しを実 
施し、無事成功させることができました。ご来館及びご協力いただいた団体、個人の皆様、ありがとうございました。 
 来年度もたくさんの方々に楽しんでいただけるよう、頑張っていきます。 

１１／16（土）・17（日）の 

２日間で 

2,409人が来館！ 

11／ 

公民館だよりに掲載したものの他、 
たくさんの催しを実施しました！ 

平川交流センター 
トップページ（市HP） 

公民館まつり 
実施報告（市HP） 

平川公民館 
Facebook 

青少年が過ごしやすい 

まちづくりを！ 

地域の子どもは 
地域で育てる！ 青少年相談員（中富支部）の活動 

中富ふれあいの会
（ 地 区 住 民 会 議 ）

の活動 

 青少年相談員中富支部は、「地域の子どもは地域で育てる」をモットーに活
動しています。毎年恒例の「新春チャンピオン大会」をはじめ、8月に「モルック
体験会」、12月に「ベースボール5体験会」等、数多くの事業を実施しました。  
 また、デイキャンプ（主催：中富ふれあいの会）では、飯ごう炊さん、火起こし
やかき氷の提供、平川公民館まつりでは、綿あめや焼き鳥、ポップコーン等の
販売を行い、たくさんの子どもたちの笑顔が見られました。 
 現メンバーの3年間の任期は、今年度で終了となりますが、次期メンバーに
て、これからも子どもたちの過ごしやすい地域づくりや、笑顔のために活動され
ます。 

 「中富ふれあいの会」とは、青少年の健全育成のために活動している市民団体です。 
 中富地区自治連絡会をはじめとした、16団体、個人会員1名の計117名の会員で活動をしており、夏季・冬季休業期
間中の「愛のパトロール」、東横田駅等での花植え、デイキャンプ等、様々な活動を通じて子どもたちが安心して過ごせる
環境づくりを行っています。 なお、当会は、個人、団体問わず、協力してくださる方を募集しておりますので、ご協力いた
だける方は、平川交流センター（平川公民館）までお問い合わせください。 



平川公民館サークルに加入しませんか？ 
主に平川交流センターで活動している、サークルにインタビューしてみました！ 

 健康の推進を心がけるという意味の養生と、気功をあわせたもの
です。動きながら呼吸を整え、生まれながらに持っている元気を上
手に活用し、年を重ねても元気を継続していくための運動になりま
す。音楽等に合わせてゆったりと動きます。 

 全身を大きく使いゆっくりと動き、いすに座りながらでもできるた
め、体力や足腰に自信がなくても気軽に始めることができます。頭
を空っぽにしながら体を動かすことができるため、心とカラダのバラ
ンスを整えるのにもピッタリです。また、定例的に活動をしているた
め、自分の身体を大切にしていると思えるのも、魅力の一つです。 

 
 同年代の会員が多く、和気あいあいと楽しく活動しています。 
 自分の健康や生活習慣のために気軽にできる運動です。 
 興味のある方は、お気軽にお声がけください！ 

代表 
松﨑 さん 
 

主に週1回（月曜日） 
13：30～15：30に 
平川交流センターで 
養生功を行っています。 

サークルについてのお問い合わせは、平川交流センター（平川公民館）まで！ 

養
生
功
倶
楽
部 

ココがいいよね！ 

中富地区 

ハンドクラフト作品や育てた野菜の販売なども可能です！ 

月
額 

360円／キッチンカー（12.5㎡）の場合 
 ※1㎡あたり28円／月（令和６年度） 
 ※平川交流センター北側駐車場の場合 
 ※袖ケ浦市行政財産目的外使用料条例に基づき、算出しています。 

 

 ①お客様が並ぶスペースを確保し、 
   安全管理に努めること 
   （カラーコーン等で囲う等） 
 ②飲食物の販売の際には、出店者の 
   管理のもと、ごみの回収・廃棄を行う 
   こと 
 ③電源等は、出店者が用意すること 
   ※カラーコーン等、店舗設置に係る 
     備品は貸出できるものもあります。 

 

 ①販売内容や使用場所の希望等について、 
   ご相談ください。 
 ②相談後、ご使用の2週間前までに 
   『行政財産使用許可申請書』を 
   提出してください。 
 ③行政財産使用許可書と納付書を交付 
   しますので、使用料を納入してください。 
   ※納付の確認のため、当日は使用料の領収書を 
     ご持参ください。 

などで

してみませんか？

  令和7年1月12日（日）に平川地区に縁のある二十歳の方を対象として、「袖ケ浦市平川地区二十歳を祝う会」を
開催しました。 当日は、朝方に雨がちらついたものの、式典が始まるころには天候にも恵まれ、暖かな陽気が感じられ
る一日となりました。旧友との再会に喜びを分かち合い、記念行事である恩師からのビデオレターに声を弾ませる等、 
和やかな雰囲気が会場を包んでいました。 
 二十歳となった皆様の更なる成長と飛躍を地域の皆で見守っていきたいですね。 

 公民館だよりでは、地域のコラムとして、平川地区の風習や開催している行事などを掲載しています。 
 その他にも、季節限定の綺麗な風景や、他の地区では見られないものなど、広く情報を募集しておりますので、 
お気軽に平川交流センター（☎0438-75-2195）にご連絡ください。 

※前号の公民館だよりに 
  掲載した写真です。 

蛍 お月見泥棒 横田熊野神社祭囃子保存会 稲穂 



令和6年度の としては... 

中川・富岡地区の学校・家庭・地域の連携を深めて、 
地域教育の向上を図り、未来を担う青少年の健全育成に
寄与するために、様々な事業を行っている団体です。  

定期総会・研修会 
5月25日（土） 

花いっぱい活動 
6月8日（土）／10月14日（日） 

デイキャンプ  ８月３日（土） 

愛のパトロール 
夏季：7～8月（全4回） 

冬季：12～1月 （全2回） 

 中富ふれあいの会には、地域16団体、個人会員1名の全123名が加入しております。 

 仲間づくりや地域貢献をしたい、地域の子どもたちとの交流を行いたい等、何がきっかけ 

でも構いません。 会員は随時募集しておりますので、お気軽に平川交流センター（平川公

民館）までご連絡ください。 

 定期総会では、令和５年度事業報告や、 

令和６年度事業計画、役員の改選の審議な

どを行いました。 

 研修会では、青少年と関わりの深いス

マートフォンに関連した現代病について、ス

トレッチなど体験を踏まえながら学習を行

いました。 

 久留里線沿線活性化プロジェクトの一環である花いっぱい活動

で平川交流センター・東横田駅・富岡サブセンターの3か所で花の

植え替えを行いました。ともに、とても華やかな風景になりました。 

 長期休暇中の青少年の見守り活動、

不審者等による被害を防止するため、

中川・富岡地区の通学路を中心に啓発

車両で巡回を行いました。 

 中富地区の小学生を対象にデイキャ

ンプを開催！低学年はレクリエーショ

ン、高学年はカレーづくりや飯ごう炊

さんとそれぞれ違う内容で、楽しく過

ごすことができました。 

 今回も、袖ケ浦市レクリエーション協

会やジュニアリーダースクラブの皆様

のご協力もあり、キャンプファイヤー

等普段できないような体験を多く行

うことができました。参加した皆様、

ご協力いただいた皆様、本当にあり

がとうございました。 
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～
楽
し
く
学
べ
て
た
め
に
な
る
～

ボッチャ

様々な
交通手段

車がなくても
地域で生活
していく学び

映画鑑賞

養生功

音楽に合わせ
ゆったり体を
動かし健康に♪

移動教室

どこへ行くかは
お楽しみ😊

楽しく学ぶ日帰りバス

懐かしい！
当時観たかった！
ラインナップ

情報交換も
し合いましょう！

防犯講話

介護されない
脳と身体づくり

頭の元気
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

令和7年度計画

楽しく
ゲーム
しましょ
う！

5/29

7/3

10/23
平川地区の

11/20

12/11

1/8

2/12

お

申

込

み 30名
（中富地区・鹿島地区優先）

〆
切

4/20(日)
定
員

申込フォーム
Eメール
👈

住所・氏名・電話
番号・生年月日を
お知らせください。

袖ケ浦市平川交流センター（平川公民館）
〒299-0236 袖ケ浦市横田115-1

☎ 0438-75-2195 FAX 0438-60-5001  
✉sode61@city.sodegaura.chiba.jp 

★男女問わず、楽しく学んでいます！
★計画が変更になることもあります。
★基本的には木曜午前中の開催です。



 いつ訪れるかわからない災害の避難

と備え、避難生活を見すえて、各々がど

うしたらよいか、何ができるかを学びま

す。 

   

 令和7年度は、避難の考え方から

非常持出し品の情報交換、避難所

設置運営マニュアルについて、被災

後の生活再建などを学習する予定

です。（変更になることもあります。） 

 

 日常生活で災害時の避難への備えが

できるよう、この機会に楽しく学習して

みませんか？ 

１ 開催予定   

令和７年６月～ 

令和８年２月頃予定 

年５回（土・日中心）  
２ 場所  平川交流センター（平川公民館）他 

３ 参加費 無料 

   （交通費、材料費などは実費負担 ） 

４ 対象  市内在住の方 

（中富地区優先・先着順） 

５ 定員  ２０名 

☎ 0438-75-2195 FAX 0438-60-5001   

✉sode61@city.sodegaura.chiba.jp  

袖ケ浦市平川交流センター（平川公民館）  
〒299-0236 袖ケ浦市横田115-1 申込フォーム Eメール 

災害は誰にでも 

やってくる 

  平川公民館 

  地域人材育成講座 

を学ぶ講座 
いつも頭の片隅

に『万が一』を 

申
込
・問
合
せ ★住所・氏名・電話番号をお知らせください★ 

※フォームからの申込みは、4/20(日)までです。 




